
Dräger PAS X-plore®、 
Dräger X-plore® 9300/9500  
エアラインシステム

着脱手順
1. ベルトユニットの着用

目視点検を行います。 コンポーネントを組み立てます:  
Yピース、ハウジング、ベルト。必要
に応じてコンフォートベルト。

マニホールドは、左右どちら側にも
装着可能です。 左右を入れ替える
には、ベルトを緩め、バックプレート
が取り付けられている場合は外し、
マニホールドを回転させます。

呼吸用ホースを出力カップリング
とヘッドギアに接続します。

ベルトを着用し、必要に応じて調節
します。 マニホールドがぴったりと
身体に沿っていることを確認してく
ださい。

エアライン空気供給管を入力カッ
プリングに接続します。 圧力が上
がる際に、短い警報が鳴ります。

ヘッドギアを着用します – 製品の
取扱説明書をご確認ください。  
数回深呼吸して、空気の供給量が
十分であることを確認します。

作業開始にあたり、制御ノブを用
いてエアフローを最低量にセット
します。 作業強度に合わせて、エ
アフローをノブで調節してくださ
い ( X-plore 9300 / 9500のみ)。

2. ベルトユニットの取り外し

ヘッドギアを脱ぎ、エアライン空気
供給管を入力カップリングから、ヘ
ッドギアホースを出力カップリング
から取り外します。

腰ベルトバックルを開き、装置を取
り外します。

メンテナンス表で示された使用後
の保全点検を行なってください。
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Dräger X-plore® 9x00またはPAS X-plore®圧縮空気エアラインシステムを対応するヘッドギアとともに使用する際は、必ず取扱説明書を注意深く読み、内容を理解してください。
ヘッドギアを着用する前に、空気供給管のスイッチがオンになっていることを確認してください。
空気ホースがねじれておらず、衣類や装置によって圧迫されていないことを確認してください。

www.draeger.com
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3.1 ヘルメットと共に使用 (X-plore® 9300の場合)

4点固定ポイントでヘッドバンドの
高さと幅を調節します。

呼吸ホースをヘルメットに接続し
ます。 密閉カフを押し開いてヘル
メットを被ります。

ヘルメット前部の空気アウトレット
と後部のラチェットを、適切な位置
に調節します。

密閉カフをあごの下に引き伸ばし、
ストラップを締めます。

3.2 ヘルメット/バンプキャップとフードと共に使用 (X-plore® 9300の場合)

フードのバイザーが正面を向くよう
に、フードをヘルメットシェル/バン
プキャップに被せます。 ホース接
続部にもフードを被せます。

ヘッドギアの取付クリップにバイザ
ーフラップを取り付けます。

ヘッドギア (ヘルメット) の被り方と
調節方法は3.1の手順に従ってくだ
さい。 インナービブを防護服の内
側に挿入します。 

3.3 フードと共に使用 (X-plore® 9300 
の場合)

サポートリングを用いて、頭囲と頭
高を調節します。 呼吸ホースを接
続します。

フィッティングループを用いてフー
ドを被ります。 

ロング丈のフードの場合は、下の層
のビブを防護服の内側に入れるこ
ともできます。

3.4 全面形面体と共に使用 (PAS X-plore®またはX-plore® 9500*の場合)  
(*X-plore® 6x00 全面形面体のみ)

面体を呼吸ホースに接続します。 
ストラップを可能な限り押し広げ 
ます。 面体のあご部分にあごを 
のせます。

面体が所定位置に収まるようハー
ネスを頭にセットします。

ネックストラップ、テンプルストラ 
ップ、必要であれば前面ストラップ
を締めます。

3.5 半面形面体と共に使用 (PAS X-plore®の場合)

面体とホースを接続します。 ストラ
ップの固定フックを閉じ、それが首
の後ろに来るように被ります。

フェイスピースを口と鼻を覆うよ
うに配置し、ヘッドクレイドルを被
ります。

面体がしっかりと快適にフィットす
るよう左右のストラップを均等に 
引いてください。
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